
 

 

様式第５号 

入札監視委員会議事概要書 
 

開 催 日 時 平成２７年７月３１日（金） 午後１時４０分 

開 催 場 所 常陸大宮市役所 ３階 行政委員会室 

出 席 委 員 飛田 悦正   宮﨑 忠恒   桑田 康司 

抽 出 案 件 ６件 （ 議  事） 
１ 入札契約の運用状況について 

２ 審議対象工事の抽出結果について 
３ 審議対象工事の審議について 

 一般競争入札 ２件 

指名競争入札 ３件 

   随意契約 １件  
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意 見 ・ 質 問 回 答 

１ 入札契約の運用状況について 

【入札制度改正】 

○電子入札について，平成26年10月より試

行されているが，本採用の見通しはいつか

？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電子入札と郵便入札の差及び優位性はな

にか？ 

 

 

 

 

○不調・中止となった入札案件が2件見受け

られるが，再度入札はするのか？また，不

調・中止となった要因は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電子入札については，平成26年10月起工分より，設計金額20

00万円以上の建設工事に係る一般競争入札にて試行を開始し，

平成27年4月以降は，設計金額500万円以上の建設工事に係る指

名競争入札及び設計金額50万円以上の建設コンサルタント業務

に係る指名競争入札へと対象範囲を拡大しております。 

平成28年4月からは，設計金額130万円以上の建設工事に係る指

名競争入札へと対象範囲を拡大する予定で，これにより建設工

事及び建設コンサルタント業務における入札対象案件について

は，全案件が電子入札の対象となる予定です。 

なお，本採用については，今後実績等を検証し決定していく予

定としております。 

 

○電子入札のメリットとしては，関係書類のペーパーレス化に

よりコスト削減が図れるほか，事務手続きにおいてもより透明

性及び効率化を図ることができるものと考えます。 

 

 

 

○不調・中止となった案件ですが，不調となった案件について

は，設計上の課題等を見直した上で，改めて入札を行い，工事

については完成しております。中止となった案件についても，

再発注に向け現在準備を進めております。 

不調・中止となった要因としては，いずれも現場状況や作業条

件がこちらの想定より厳しいものであったことが考えられます

。 

 

 



 

 

２ 審議対象工事の抽出結果について 

 

３ 審議対象工事の審議について 

【一般競争入札】 

緒川中学校太陽光発電システム設置工事 

（教育委員会事務局学校教育課） 

○郵便入札は，最低価格入札者のみ参加資

格を確認とあるが全者確認する必要はない

のか？ 

 

 

【一般競争入札】 

第26-11-110-0-003号 

大桂大橋橋梁耐震補強工事 

（経済建設部都市建設課） 

○当初工期76日を，協議に時間を要したた

め270日間延長しているが，協議に時間がか

かりすぎるのではないか？ 

 

 

 

○参加要件に地域性とあるが地元業者を考

慮しているということか？ 

 

 

【指名競争入札】 

26市単簡水第3-2号 

緒川浄水場改修工事 

（上下水道部水道課） 

○工事金額では格付けＡの業者が指名対象

になると思うが，１者格付けＢの業者が入

っているがその理由は？ 

 

 

 

【指名競争入札】 

26道改第0188-001号 

市道1-8号線道路改良舗装工事 

（経済建設部都市建設課） 

○工期変更理由で，電柱の移設に時間を要し

たとあるが，９３日間の工期延長は適正か？

 

 

 

 

 

 

 

 

○一般競争郵便入札については，事後審査方式としているため

，最低価格者のみ審査を行っております。なお，最低価格者が

審査で無効となった場合は，次順位者の審査を行うこととなっ

ております。 

 

 

 

 

 

○河川管理者とは，前年度より工事施工に向けて協議を行って

きましたが，協議の後半に現場に隣接する土地所有者等へ工事

を実施することを事前に周知するよう要請され，了承をいただ

くのに想定以上の時間がかかったことから，工期の延長は妥当

と判断しております。 

 

○本案件は，橋梁の耐震補強工事であり，現状では市内業者の

施工実績が乏しいため，市内業者の育成を目的として地域性を

含め要件設定したものです。 

 

 

 

 

 

○水道工事における格付けＡの業者は１２者ありますが，その

うちの１者が手持ち工事の状況により，指名することが不可能

だと判断しました。規定上では，格付け枠を超えて指名するこ

とは可能とされていることを踏まえ，現場に隣接する格付けＢ

の上位業者を加えて規定の指名業者数を確保したものです。 

 

 

 

 

 

○現場の電柱には，光ケーブル・電話・電力等が共架されてお

り，各々の担当会社が現場での立会後に移設のための設計に入

りましたが，移設完了が遅延したことに加え，現場条件から電

柱を避けての工事先行も困難であったため，工期延長について



 

 

 

 

【指名競争入札】 

第26-26-132-0-004号 

若林地内市道1-8号線配水管布設替工事 

（上下水道部水道課） 

○意見・質問なし。 

 

【随意契約】 

第26-22-130-0-003号 

大宮中学校校舎大規模改造工事 

（教育委員会事務局学校教育課） 

○工事施工中であったため，同一請負人の

施工が好ましいとは思うが，金額面で一般

競争入札にかけた場合と比較して随意契約

で問題なかったのか？ 

 

 

○他市町村において，随意契約で執行した

案件に対し，住民監査請求を受けたものが

あるので，随意契約をする際は，妥当性や

理由等を十分に検証の上執行していただき

たい。 

 

４ その他 

○全案件の中で指名競争入札が一番多く見

受けられるが，今後一般競争入札対象要件

を拡充していくことを検討していただきた

い。 

 

○工事の変更契約については，その理由に

よりやむを得ないものもあると思うが，発

注時に十分精査することで防げるものもあ

ると思うので，その点を心がけていただき

たい。 

 

 

はやむを得なかったものと判断しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本工事は，施工中の本体工事との擦り合わせが必要であり，

かつ工期短縮・経費節減が見込めたため，本体工事業者と随意

契約したものであります。単独で一般競争入札に付した場合と

比較しても，諸経費率の調整を行った上で発注していること及

び落札率を見ても問題なかったものと判断しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会による意見の 

具申又は勧告の内容 
 

 


